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藤原 司さん
ふじわら つかさ　26 歳　玉川町玉

　落合町で生まれ育ち、今は玉川町で暮らす司さ

ん。ＪＡびほく成羽支店に勤務しながら、「家族

やまわりの人たちの役に立つために」新たな資格

を取得するための勉強にも余念がありません。

　他県の大学を卒業して、地元に戻ってきまし

た。「友達がたくさんいるので、やっぱりここが

最高です」と話します。

　「高梁で暮らす老後のことも想像しているんで

すよ。妻と、３人のかわいい孫たちに囲まれて、

縁側でくつろいでいる自分が見えます（笑）」と語

る司さんの「彼女いない歴」は２年超。

　好みのタイプは？ との質問に、頭の中を整理

する素
そ

振
ぶ

りを見せた後、「優しい人です」と答え、

満面の笑みを見せました。

高梁の高校に行こう！⑦ 高梁日新高校編

の 

と
あ
る
１
日

早
はや

川
かわ

 彩
あや

香
か

さん
高梁日新高校

ビューティー科２年
美容コース

AM ８：45 登校 　

県
内
で
唯
一
、
西
日
本
で
も
珍
し

い
、
美
容
や
ネ
イ
ル
、
メ
ー
ク
を

専
門
に
勉
強
す
る
高
梁
日
新
高
校

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
科
。
取
材
で
訪
れ
た

美
容
コ
ー
ス
の
授
業
「
美
容
実
習
」

で
は
、
皆
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
、
実

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
早
川
さ
ん
は
、
将
来
の
目
標
で
あ
る

「
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
に
な

る
た
め
に
、
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

PM ６：00 下校

問 

高
梁
日
新
高
校 

☎（
22
）２
２
０
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こ
の
日
の
長
い
実
習
が
終
わ
る
と
、

午
後
４
時
か
ら
は
部
活
動
。

　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
は
４
人

の
新
入
部
員
が
入
り
、
各
運
動
部

の
応
援
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
な
が
ら
、
夏

の
中
四
国
大
会
を
目
指
し
て
練
習
し

て
い
ま
す
。

　
２
年
生
に
な
っ
た
早
川
さ
ん
、「
高

校
生
活
は
楽
し
い
け
ど
、
勉
強
と
部

活
動
の
両
立
が
す
こ
し
大
変
」。

　

勉
強
と
部
活
、
ど
っ
ち
が
好
き
？

と
い
う
質
問
に
、「
部
活
…
か
な
」
と

笑
っ
て
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　　PM ４：00 部活動
（チアリーディング部）　

PM １：45 美容実習

AM11：10 美容概論

PM １：00 昼休み

※
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
科
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

コ
ー
ス
は
、
平
成
29
年
度
の
募
集
を
行
わ

な
い
予
定
で
す
。
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ちちちち のののののの 出出 来カメあら

　駅周辺の交通混雑の解消や歩行者等の安全確保
のため進めていた備中高梁駅周辺整備事業が完了
し記念式典が行われました。
　高梁市の玄関口としてふさわしい備中松山城や
町家をイメージした統一デザインを随所に採用。
また、公募していた駅東西口の愛称が発表され、
東口が「寺巡り口」・西口が「城見通り口」に決
定しました。

　生まれ変わった高梁の玄関

完成記念のテープカット

 ４月29日　備中高梁駅西口広場（旭町）

　鮮やかに咲いたツツジの中、「春らんまん！
弥高つつじ祭」（川上町観光協会主催）が行われ、
多くの来場者でにぎわいました。
　会場内では、地元住民グループなどが出店。ス
テージでは、伝統芸能である子ども神楽や地元川
上町出身の歌手・葛城ユキさんの歌謡ショーなど
があり、大いに盛り上がりました。

ツツジ咲く弥高山で春を満喫

葛城ユキさんの歌謡ショー

 ４月 17日　弥高山公園（川上町）

　晴れ渡った青空の下、「落合ふれあい公園まつ
り」（高梁商工会議所落合支部主催）が行われ、多
くの家族連れが訪れました。
　会場となった落合ふれあい公園内では、うどん
の販売や流しそうめんなどの飲食コーナー、ミニ
ＳＬの無料乗車会やソフトグライダー飛ばし大会
など、子ども向けの楽しいイベントが行われ、暖
かい春の一日を楽しんでいました。

青空の下で休日を楽しむ

公園内を走るミニＳＬ

 ４月 24日　落合ふれあい公園（落合町）

　今回が最終回となった「第２０回マス釣り大会」
（清流を守る会主催）が開かれ、多くの参加者でに
ぎわいました。
　川を仕切って作られた釣り場にはニジマスやア
マゴ約３千匹を放流。「釣れた！」「大きいよ！」
など、あちこちから歓声が上がっていました。子
ども向けのつかみ取りや特産品の販売コーナーも
人気を集め、自然を堪能できた１日となりました。

最後のマス釣り大会

川を仕切って作られた専用釣り場

 ５月４日　高梁川支流・津々川（中井町）
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